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９
月
16
日
（
金
）、
恩
納
村
の
沖
縄

国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
「
第
24

回
漁
船
海
難
遺
児
育
英
造
成
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
（
主
催
：
漁
船
海
難

遺
児
育
英
資
金
造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
・
島
袋
操
実
行

委
員
長
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
海
難
等

の
事
故
に
よ
り
犠
牲
と
な
っ
た
漁
業
者

の
子
弟
が
将
来
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、

本
会
事
業
を
支
援
す
る
全
国
的
な
資
金

造
成
活
動
の
一
環
お
よ
び
県
内
の
遺
児

に
対
す
る
財
政
的
支
援
を
目
的
と
し

て
、
沖
縄
県
漁
協
参
事
会
が
中
心
と
な

り
、
各
漁
協
・
水
産
諸
団
体
の
ご
協
力

の
も
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
72
組
約
２
８
８
名
が
参
加
さ

れ
、
早
朝
よ
り
プ
レ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
の
表
彰
式
で
上

原
大
会
会
長
（
Ｊ
Ｆ
沖
縄
漁
連
会
長
）

よ
り
寄
附
金
の
目
録
を
受
け
取
っ
た
本

会
石
山
専
務
は
、「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨

に
添
い
、
海
難
遺
児
の
育
英
事
業
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

大
会
関
係
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
数
の
漁
船
と
共
に
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で

「
大
漁
丸
」
を
中
心
に
左
旋
回
し
転
覆

さ
せ
ま
す
。「
大
漁
丸
」
が
身
代
わ
り
と

し
て
ひ
っ
く
り
返
る
こ
と
で
船
の
海
上

安
全
が
保
た
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
祝
宴
に
招
待
さ
れ
た
皆
さ

ま
へ
育
英
事
業
の
説
明
を
行
い
、
た
く

さ
ん
の
方
々
よ
り
ご
理
解
を
頂
き
、
温

か
い
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
は
じ
め
ご
支
援
を
頂
戴
致
し

ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
し
、
横

浜
市
漁
協　

金
沢
支
所
久

保
寺
支
所
長

へ
本
会
石
山

専
務
よ
り
感

謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

　

本
会
普
及
指
導
事
業
の
１
つ
で
あ
る

奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動
『
２
０
１

６
ふ
れ
あ
い
旅
行
』
を
、
７
月
29
日
か

ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
①
体
験
活
動
を
通
じ

て
子
供
た
ち
が
「
友
情
の
輪
を
広
げ
」、

か
つ
「
生
き
る
力
」
を
学
ぶ
場
を
提
供

す
る
こ
と
、
②
保
護
者
間
の
交
流
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
、
③
親
子
で
貴
重
な

時
間
と
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
家
族
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
２
０
１
０
年
度
よ
り
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
６
回
目
と
な
る
今
年
度

は
、
全
国
か
ら
募
集
し
た
奨
学
生
（
小

２
～
中
３
）
と
そ
の
保
護
者
計
24
人
を

無
料
で
招
待
し
、
群
馬
県
渋
川
市
【
伊

香
保
温
泉
周
辺
】
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
協
議
会
（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
）
か
ら
漁

政
部
木
山
部
長
代
理
、
Ｊ
Ｆ
共
水
連
か

ら
普
及
・
研

修
部
内
田
課

長
を
お
招
き

し
、
集
合
場

所
と
な
っ
た

コ
ー
プ
ビ
ル

に
て
結
団
式

を
行
い
ま
し

た
。そ
の
後
、

コ
ー
プ
ビ
ル

内
の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ
現
地
へ
出
発

し
た
一
行
は
、
結
団
式
で
の
宣
誓
通
り
、

３
日
間
、
仲
間
た
ち
と
楽
し
い
夏
の
思

い
出
作
り
に
励
み
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
の
企
画
・
運
営
に
あ
た
っ

て
く
だ
さ
っ
た
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
皆
さ

ん
は
じ
め
、
グ
ッ
ズ
や
ア
イ
ス
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
各
関
係
団
体
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
加
者
数
】

24
人
〔
奨
学
生
15
人
／
保
護
者
９
人
〕

【
ス
タ
ッ
フ
数
】

８
人
〔
ワ
ン
パ
ク
大
学
３
人
（
ガ
バ
チ

ョ
・
ズ
ミ
・
カ
ツ
オ
）
／
全
励
協
（
Ｊ

Ｆ
全
漁
連
）
職
員
１
人
／
本
会
役
職
員

４
人
〕

【
宿
泊
先
】

ホ
テ
ル　

松
本
楼

【
協
賛
団
体
】

◦ 

Ｊ
Ｆ
全
漁
連

◦ 

Ｊ
Ｆ
共
水
連

◦ 

（
一
財
）
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会

※
順
不
同
・
敬
称
略

　

７
月
23
日
（
土
）、
三
重
県
津
市
片
田

長
谷
町
の
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お

い
て
「
第
11
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ　

海
難

遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
（
主
催
：
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
朝
光
ク
ラ
ブ　

代
表
・
朝
香

誠
彦
理
事
長
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
コ
ン
ペ
は
、
ゴ
ル
フ
を
通

じ
て
漁
船
海
難
遺
児
へ
の
育
英
資
金
を

募
る
こ
と
を
開
催
趣
旨
と
し
、
参
加
費

の
一
部
を
第
１
回
よ
り
毎
年
ご
寄
附
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
県

内
外
よ
り
ゴ
ル
フ
愛
好
家
１
７
４
名
が

参
加
し
存
分
に
ク
ラ
ブ
を
振
ら
れ
、
夏

休
み
子
供
企
画
と
し
て
招
待
さ
れ
た
地

元
津
市
の
子
供
た
ち
（
片
田
小
学
校
生

徒
１
０
０
名
・
津
市
児
童
養
護
施
設
生

徒
１
２
０
名
）
を
対
象
に
Ｊ
Ｆ
三
重
県

漁
連
・
三
重
県
漁
協
女
性
部
に
よ
る
郷

土
料
理
の
実
演
、
津
・
高
虎
太
鼓
の
演

奏
や
そ
の
ほ
か
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
な
行
事
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

コ
ン
ペ
終
了
後
の
表
彰
式
で
寄
附
金

の
目
録
を
受
け
取
っ
た
本
会
石
山
専
務

は
、「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨
に
添
い
、
海

難
遺
児
の
育
英
事
業
の
た
め
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
、
朝
香

理
事
長
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

大
会
関
係
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
１
日
（
木
）、
神
奈
川
県
横
浜

市
金
沢
区
・
金
沢
漁
港
に
お
い
て
「
汐

祭
（
主
催
：
横
浜
市
漁
協
金
沢
支
所
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
汐
祭
（
し
お
ま
つ
り
）」
と
は
江
戸

時
代
の
中
頃
、
野
島
沖
で
遭
難
し
た
漁

民
を
、
仲
間
た
ち
が
供
養
す
る
た
め
に

始
め
た
も
の
で
、
現
在
は
「
豊
漁
と
漁

の
安
全
」
を
祈
る
と
共
に
、「
漁
で
亡

く
な
っ
た
人
を
供
養
」
す
る
伝
統
行
事

で
す
。
船
上
で
お
神
楽
を
奉
納
し
、
沖

合
に
出
て
神
船
よ
り
お
祓
い
を
終
え
た

「
大
漁
丸
」を
海
に
降
ろ
し
ま
す
。
次
に
、
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金
沢
漁
港

　汐
祭

▶
久
保
寺
支
所
長
（
左
）
と
石
山
専
務
（
右
）

▲身代わりとなる「大漁丸」

第
11
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ

海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ

▶
表
彰
式
に
て
、
朝
香
理
事
長
（
右
）
と
石
山

専
務
（
左
）

（
写
真
提
供

　津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

　

８
月
７
日
（
日
）、
岩
手
県
宮
古
市

重
茂
漁
港
で
開
催
の
「
重
茂
味
ま
つ
り

（
主
催
：
重
茂
漁
協
・
後
援
：
Ｊ
Ｆ
共

水
連
他
）」
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
と
し
て
、

震
災
復
興
、
漁
船
海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ

ィ
鳥
羽
一
郎
コ
ン
サ
ー
ト
が
漁
港
市
場

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
３
千
人
の
観
客

が
見
守
る
中
、
鳥
羽

さ
ん
が
恒
例
の
漁
船

で
漁
港
岸
壁
に
乗
り

着
け
、
や
ん
衆
（
漁

師
）
ス
タ
イ
ル
で
登

場
、
歌
手
生
活
35
周

年
記
念
曲
で
夫
婦
愛

を
歌
っ
た
「
北
海
夫

婦
唄
」
を
皮
切
り
に

ヒ
ッ
ト
曲
11
曲
を
披

露
し
、
会
場
の
老
若

男
女
か
ら
威
勢
の
良
い
歌
声
に
喝
采
が

と
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
５
年
ぶ
り
で
、

１
９
８
８
年
か
ら
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
、
回
を
重
ね
、
今
回
で
通
算
87
回
目

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

鳥
羽
一
郎
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
漁
船
海

難
遺
児
育
英
会
に
寄
附
さ
れ
た
総
額
は

１
億
円
以
上
を
越
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
ご
貢
献
に
敬
意
を
表
し
、
改
め

て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。▲お囃子船で神楽を奉納し

ています（横浜金沢観光
協会ホームページより）

鳥
羽
一
郎
漁
港
コ
ン
サ
ー
ト

（
重
茂
漁
港
）

第
24
回
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
造
成

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

▶
表
彰
式
に
て
、
上
原
会
長
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＊
地
震
等
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

奨
学
金
で
子
供
は
心
配
す
る
こ
と
な
く

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
し
て
ま
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ

資
格
も
取
得
し
少
し
ず
つ
海
の
男
に
な

っ
て
ま
す
。 

（
熊
本
県
）

＊
学
生
の
皆
様
方
。
若
い
時
は
あ
っ
と

い
う
間
で
す
。
時
間
を
有
効
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
。 

（
埼
玉
県
）

＊
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。
海
の
事
故
、

山
の
事
故
。
少
な
く
て
す
み
ま
す
よ
う

に 

（
埼
玉
県
）

＊
大
島
（
伊
豆
）
波
浮
港
の
夏
の
日
。

日
焼
け
し
た
児
童
が
海
で
泳
ぐ
姿
思
い

出
し
ま
す
。 

（
埼
玉
県
）

＊
関
東
地
方
は
思
い
の
他
暑
さ
が
ゆ
る

や
か
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
よ

い
よ
新
学
期
で
す
。
目
標
に
向
か
っ
て

ｇ
ｏ
！ 

（
埼
玉
県
）

＊
遺
児
達
の
若
さ
と
元
気
が
は
げ
み

に
。
た
の
し
み
に
よ
ろ
し
く
。（
千
葉
県
）

　

２
０
１
６
年
６
月
か
ら
２
０
１
６
年

８
月
ま
で
に
ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま

の
ご
芳
名
（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
６
月
〕
◎
北
海
道
▽
加
藤
茂
子
▽
本

間
雅
彦
▽
山
口
き
よ
◎
岩
手
県
▽
長
澤

浩
美
◎
宮
城
県
▽
鎌
内
浩
▽
畠
山
和
子

◎
秋
田
県
▽
山
岸
剛
◎
茨
城
県
▽
常
盤

和
己
◎
埼
玉
県
▽
宇
賀
神
義
宣
▽
古
関

和
則
▽
小
林
哲
朗
▽
田
口
昭
博
▽
濱
田

研
一
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽
伊
賀
久

則
▽
猪
苗
代
健
一
▽
大
類
裕
久
▽
坂
口

は
つ
子
▽
宮
澤
敏
彦
▽
若
林
満
◎
東
京

都
▽
飯
島
孝
夫
▽
勝
野
輝
美
▽
㈱
洸
洋

代
表
取
締
役
磯
野
洋
志
▽
古
田
土
満
▽

佐
藤
一
雄
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン

㈱
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長
屋
信

博
▽
根
本
京
子
▽
廣
江
志
賀
子
▽
廣
重

和
夫
▽
本
川
一
善
▽
松
井
明
▽
水
田
正

　

9
月
10
、
11
日
の
２
日
間
、「
森
と
川

か
ら
海
へ
と
つ
な
ぐ
生
命
の
リ
レ
ー
」

を
テ
ー
マ
に
、『
第
36
回
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
～
や
ま
が
た
～
』
が
山
形

県
沿
岸
の
庄
内
地
域
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も

と
、
酒
田
市
民
会
館
で
式
典
行
事
、
鶴

岡
市
で
海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
い
て
は
、
山
形
県
立
酒
田

光
陵
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
及
び

山
形
県
漁
協
・
全
励
協
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
式
典
お
よ
び
関
連
行

事
（
酒
田
港
本
港
地
区
さ
か
た
海
鮮
市

場
）
会
場
の
２
カ
所
で
募
金
・
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
か
た
海
鮮
市
場
で
の
関
連
行
事
会

場
で
の
活
動
は
、
天
気
が
不
安
定
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
客
足
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
開
場
時
間
に
は
、
お
目
当
て

の
テ
ン
ト
に
長
蛇
の
列
を
つ
く
る
ほ
ど

一
般
来
場
者
が
訪
れ
、
両
日
と
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
熱
心
な
呼
び
掛
け

に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
足
を
止
め
て

く
だ
さ
り
温
か
い
ご
支
援
・
励
ま
し
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
会
主
催
者
は
じ
め
、
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
第
37
回
大
会
は
、
２

０
１
７
年
10
月
28
・
29
日
に
福
岡
県
で

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
い
情
報
は
、
福
岡
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.pref.fukuoka.lg.
jp/contents/yutakanaum

i-fukuoka.
htm

l 

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
趣
旨

　

魚
食
国
で
あ
る
日
本
人
の
食
卓
に
、

安
全
で
美
味
し
い
水
産
食
料
を
届
け
る

た
め
に
、
水
産
資
源
の
保
護
・
管
理
と

海
や
湖
沼
・
河
川
の
環
境
保
全
の
大
切

さ
を
広
く
国
民
に
訴
え
る
と
と
も
に
、

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進
を
通
じ

て
、
明
日
の
わ
が
国
漁
業
の
振
興
と
発

展
を
図
る
。

大
会
概
要

　

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
）
に
第
１
回

が
大
分
県
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
毎
年

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

本
会
は
、
第
３
回
和
歌
山
県
開
催
地

よ
り
募
金
活
動
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
１
か
月

間
、「
平
成
28
年
度 

全
国
漁
船
安
全
操

業
推
進
月
間
（
幹
事
団
体
：
（
一
社
）

大
日
本
水
産
会
）」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
月
間
は
（
1
）
漁
船
安
全
操
業
に

関
す
る
漁
業
者
意
識
の
向
上
（
2
）
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
率
の
向
上
等
に

よ
る
人
身
事
故
発
生
の
減
少
（
3
）
安

全
航
行
・
安
全
操
業
の
徹
底
や
Ａ
Ｉ
Ｓ

（
船
舶
自
動
識
別
装
置
）
の
普
及
促
進

等
に
よ
る
漁
船
事
故
発
生
等
の
減
少
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
は
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用

率
推
進
」
の
「
の
ぼ
り
」
を
製
作
し
、

漁
業
関
係
者
等
に
呼
び
掛
け
を
実
施
し

ま
し
た
【
関
連
記
事
３
面
】

全
国
漁
船
安
全
操
業
推
進
月
間

和
▽
向
井
昌
子
▽
渡
辺
千
鶴
子
◎
神
奈

川
県
▽
遠
藤
久
▽
大
森
敏
弘
▽
越
智
豊

子
▽
佐
藤
明
美
▽
中
村
芳
正
▽
正
木
勝

美
▽
大
和
陸
子
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二

◎
大
阪
府
▽
角
丸
英
子
▽
道
本
孝
治
◎

山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子

〔
７
月
〕
◎
北
海
道
▽
加
藤
茂
子
▽
本

間
雅
彦
▽
山
口
き
よ
◎
岩
手
県
▽
長
澤

ご
寄
附
の
お
礼

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

～
や
ま
が
た
～

～
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
つ
い
て
～

▲募金活動に協力してくれた山形県
立酒田光陵高校ボランティア部の
みなさん

▲ JF やまがた総務部長松
本さん

▲クロダイとトラフグの稚魚をご放流される両陛下
（代表撮影）

式　典

　

こ
の
夏
、
４
年
に
１
度
し
か
や
ら
な

い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
と
て
も
遠
い
所
で
、
テ
レ

ビ
で
し
か
応
援
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
競
技
で
選
手
た
ち
が
一
生
懸
命

プ
レ
ー
す
る
姿
は
、
と
て
も
素
敵
で
、

た
く
さ
ん
の
感
動
を
あ
た
え
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
大
活
躍
し
た
メ
ダ
リ
ス

ト
た
ち
の
凱
旋
パ
レ
ー
ド
が
近
く
で
行

わ
れ
た
の
で
、
興
奮
Ｍ
Ａ
Ｘ
で
駆
け
付

け
、
選
手
た
ち
に
「
感
動
を
あ
り
が
と

う
」
と
ね
ぎ
ら
い
つ
つ
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
奨
学
生
の
皆
さ

ん
の
中
か
ら
代
表
選
手
が
出
る
こ
と
を

想
像
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
も
し
、
私
の

想
像
ど
お
り
選
手
に
選
ば
れ
た
際
は
、

是
非
と
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。「
育
英

会
だ
よ
り
（
特
集
号
）」
で
お
祝
い
し
、

密
着
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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育 英 会 だ よ り 2016（平成28）年 10 月 15 日 第 161 号（ 4 ）

漁 船 海 難 遺 児 に 愛 の 手 を ! ! 　 水 色 の 羽 根 募 金

―
ご
尊
父
様
ご
逝
去
に
際
し
香
典
返
し

と
し
て
◎
岡
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
九
蟠
◎
沖
縄

県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
（
資
）
カ
ワ
ヒ
ラ
商

会
―
自
販
機
売
上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー
ド

リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス

〔
７
月
〕
◎
北
海
道
▽
日
高
地
区
漁
協
職

員
協
議
会
―
第
59
回
日
高
地
区
漁
協
職

員
大
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

売
上
金
◎
青
森
県
▽
Ｊ
Ｆ
奥
戸
▽
Ｊ
Ｆ

横
浜
町
▽
Ｊ
Ｆ
外
ヶ
浜
▽
Ｊ
Ｆ
佐
井
村

▽
Ｊ
Ｆ
小
泊
▽
Ｊ
Ｆ
青
森
市
▽
Ｊ
Ｆ
白

糠
▽
Ｊ
Ｆ
脇
野
沢
村
◎
茨
城
県
▽
Ｊ
Ｆ

は
さ
き
▽
Ｊ
Ｆ
大
洗
町
▽
Ｊ
Ｆ
平
潟
◎

千
葉
県
▽
畑
中
英
男
―
叙
勲
受
章
に
際

し
▽
Ｊ
Ｆ
千
葉
漁
連
木
更
津
あ
さ
り
事

業
所
／
Ｊ
Ｆ
富
津
―
自
販
機
売
上
一
部

―
コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

㈱
（
利
根
）
木
更
津
支
店
◎
東
京
都
▽

Ｊ
Ｆ
小
笠
原
母
島
◎
富
山
県
▽
魚
津
漁

協
女
性
部
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売

上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎
静
岡

県
▽
初
島
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
◎
福

井
県
▽
Ｊ
Ｆ
越
前
町
▽
Ｊ
Ｆ
若
狭
高
浜

▽
Ｊ
Ｆ
敦
賀
市
▽
Ｊ
Ｆ
福
井
漁
連
越
前

支
所
・
小
浜
支
所
◎
三
重
県
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ

朝
光
ク
ラ
ブ
理
事
長
朝
香
誠
彦
―
第
11

回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ
◎
兵
庫
県
▽
Ｊ
Ｆ
但

馬
▽
Ｊ
Ｆ
東
二
見
◎
鳥
取
県
▽
Ｊ
Ｆ
全

漁
連
購
買
事
業
部
石
油
第
一
課
境
港
油

槽
所
◎
佐
賀
玄
海
▽
Ｊ
Ｆ
佐
賀
げ
ん
か

い
呼
子
町
統
括
支
所
・
浜
崎
支
所
◎
長

崎
県
▽
Ｊ
Ｆ
伊
奈
▽
Ｊ
Ｆ
志
々
伎
▽
Ｊ

Ｆ
勝
本
町
▽
Ｊ
Ｆ
神
部
▽
Ｊ
Ｆ
生
月
▽

Ｊ
Ｆ
西
海
大
崎
平
島
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
石
田

町
▽
長
崎
県
漁
連
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ぎ
さ
会

▽
濵
田
季
子
―
香
典
返
し
と
し
て
◎
沖

縄
県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
（
資
）
カ
ワ
ヒ
ラ

商
会
―
自
販
機
売
上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー

ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス

〔
８
月
〕
◎
北
海
道
▽
髙
田
ヨ
キ
エ
・

育
生
・
明
生
―
ご
尊
父
様
の
ご
葬
儀
に

あ
た
り
◎
岩
手
県
▽
Ｊ
Ｆ
重
茂
―
第
10

回
重
茂
味
ま
つ
り
・
鳥
羽
一
郎
海
難
遺

児
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
募
金
◎

秋
田
県
▽
Ｊ
Ｆ
秋
田
県
女
性
連
―
Ｊ
Ｆ

全
国
女
性
連
経
由
◎
千
葉
県
▽
Ｊ
Ｆ
九

十
九
里
▽
Ｊ
Ｆ
千
葉
漁
連
本
所
・
銚
子

冷
凍
冷
蔵
工
場
◎
東
京
都
▽
Ｊ
Ｆ
佃
島

◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売

上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎
石
川

県
▽
西
﨑
英
雄
▽
Ｊ
Ｆ
い
し
か
わ
す
ず

支
所
◎
島
根
県
▽
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
西
郷
支

所
（
西
遊
協
）
―
団
体
解
散
に
よ
る
▽

野
津
竹
浩
◎
長
崎
県
▽
滝
保
隆
―
香
典

返
し
と
し
て
▽
長
崎
大
学
鴻
洋
祭
実
行

委
員
会
▽
Ｊ
Ｆ
島
原
販
売
所
◎
大
分
県

▽
第
33
回
大
分
県
水
産
関
係
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
（
資
）
カ
ワ

ヒ
ラ
商
会
―
自
販
機
売
上
一
部
―
ダ
イ

ド
ー
ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス

２
、
一
般
寄
附

〔
６
月
〕
◎
北
海
道
▽
㈲
和
田
漁
業
部

◎
埼
玉
県
▽
小
野
沢
通
◎
東
京
都
▽
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会

▽
匿
名
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
イ
ン

ド
ネ
ス
協
会
経
由
▽
若
井
克
友
▽
石
﨑

信
義
▽
東
京
岩
水
会
◎
鳥
取
県
▽
浜
野

茂
夫
◎
長
崎
県
▽
平
戸
カ
ヤ
ッ
ク
ス
末

永
直
樹

〔
７
月
〕
◎
北
海
道
▽
全
日
本
海
員
組

合
道
東
支
部
◎
岩
手
県
▽
三
陸
沿
岸
芸

能
振
興
会
◎
宮
城
県
▽
全
日
本
海
員
組

合
東
北
地
方
支
部
◎
埼
玉
県
▽
小
野
沢

通
◎
千
葉
県
▽
飯
村
久
子
◎
東
京
都
▽

（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

▽
（
一
社
）
海
外
ま
き
網
漁
業
協
会
▽

共
同
船
舶
㈱
▽
（
公
社
）
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
推
進
協
会
▽
濱
田
研
一
▽

（
公
社
）
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会
▽

Ｊ
Ｆ
共
水
連
―
平
成
28
年
度
全
国
Ｊ
Ｆ

共
済
担
当
者
研
修
会
募
金
▽
潮
待
茶
屋

企
業
組
合
▽
東
京
築
地
中
央
市
場
福
祉

報
徳
会
▽
買
荷
保
管
企
業
組
合
▽
福
田

訓
之
▽
清
水
政
幸
◎
神
奈
川
県
▽
（
一

財
）
日
本
船
員
厚
生
協
会
横
浜
海
員
会

館
（
エ
ス
カ
ル
横
浜
）
◎
新
潟
県
▽
全

日
本
海
員
組
合
新
潟
支
部
◎
岐
阜
県
▽

匿
名
◎
静
岡
県
▽
上
柳
昭
治
◎
大
阪
府

▽
阪
井
光
平
◎
兵
庫
県
▽
（
一
財
）
日

本
船
員
厚
生
協
会
神
戸
大
倉
山
海
員
会

館
（
エ
ス
カ
ル
神
戸
）
◎
奈
良
県
▽
川

邉
一
郎
◎
鳥
取
県
▽
浜
野
茂
夫
◎
山
口

県
▽
浦
部
久
幸
◎
愛
媛
県
▽
全
日
本
海

員
組
合
愛
媛
支
部
◎
鹿
児
島
県
▽
全
日

本
海
員
組
合
鹿
児
島
支
部

〔
８
月
〕
◎
岩
手
県
▽
全
日
本
海
員
組
合

岩
手
事
務
所
／
全
国
海
友
婦
人
会
宮
古

支
部
・
山
田
支
部
―
全
日
海
本
部
経
由

◎
宮
城
県
▽
宮
城
県
秋
刀
魚
漁
撈
通
信

協
会
―
全
日
海
東
北
地
方
支
部
経
由
▽

仙
台
漁
業
調
整
事
務
所
碧
波
会
◎
埼
玉

県
▽
小
野
沢
通
◎
千
葉
県
▽
飯
村
久
子

◎
東
京
都
▽
榎
本
み
つ
枝
▽
石
﨑
信
義

◎
大
阪
府
▽
㈱
う
お
い
ち
▽
高
階
救
命

器
具
㈱
◎
兵
庫
県
▽
阪
神
低
温
㈱
代
表

取
締
役
社
長
蓮
沼
俊
一
◎
鳥
取
県
▽
浜

野
茂
夫
◎
岡
山
県
▽
岡
山
県
漁
船
保
険

組
合
◎
長
崎
県
▽
（
国
研
）
水
産
研
究
・

教
育
機
構
西
海
区
水
産
研
究
所
◎
宮
崎

県
▽
宮
崎
県
立
宮
崎
海
洋
高
等
学
校
▽

㈲
高
丸
水
産
代
表
取
締
役
日
髙
義
康

　都　道　府　県　別　奨　学　生　数　

編
集
後
記

浩
美
◎
宮
城
県
▽
畠
山
和
子
◎
茨
城
県

▽
常
盤
和
己
◎
埼
玉
県
▽
岩
山
裕
史
▽

内
海
和
彦
▽
金
木
愛
子
▽
古
関
和
則
▽

小
林
哲
朗
▽
鈴
木
基
之
▽
田
口
昭
博
▽

松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽
猪
苗
代
健
一
▽

大
類
裕
久
▽
坂
口
は
つ
子
▽
平
田
淳
一

▽
宮
澤
敏
彦
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
飯

島
孝
夫
▽
太
田
愼
吾
▽
勝
野
輝
美
▽
㈱

洸
洋
代
表
取
締
役
磯
野
洋
志
▽
古
田
土

満
▽
佐
藤
一
雄
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ

パ
ン
㈱
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長

屋
信
博
▽
根
本
京
子
▽
長
谷
成
人
▽
廣

重
和
夫
▽
松
井
明
▽
水
田
正
和
▽
向
井

昌
子
▽
渡
辺
千
鶴
子
◎
神
奈
川
県
▽
遠

藤
久
▽
大
森
敏
弘
▽
越
智
豊
子
▽
佐
藤

明
美
▽
正
木
勝
美
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建

二
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子
◎
大
分
県

▽
山
口
英
文

〔
８
月
〕
◎
北
海
道
▽
加
藤
茂
子
▽
北

海
道
信
漁
連
職
員
会
▽
本
間
雅
彦
▽
山

口
き
よ
◎
宮
城
県
▽
鎌
内
浩
▽
畠
山
和

子
◎
茨
城
県
▽
常
盤
和
己
◎
埼
玉
県
▽

岩
山
裕
史
▽
内
海
和
彦
▽
古
関
和
則
▽

小
林
哲
朗
▽
鈴
木
基
之
▽
田
口
昭
博
▽

松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽
猪
苗
代
健
一
▽

大
類
裕
久
▽
坂
口
は
つ
子
▽
宮
澤
敏
彦

▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
飯
島
孝
夫
▽
大

杉
武
博
▽
勝
野
輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表
取

締
役
磯
野
洋
志
▽
古
田
土
満
▽
佐
藤
一

雄
▽
須
藤
徳
之
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ

パ
ン
㈱
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長

屋
信
博
▽
根
本
京
子
▽
春
田
孝
二
郎
・

朝
子
▽
廣
重
和
夫
▽
松
井
明
▽
渡
辺
千

鶴
子
◎
神
奈
川
県
▽
遠
藤
久
▽
大
森
敏

弘
▽
越
智
豊
子
▽
佐
藤
明
美
▽
正
木
勝

美
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎
大
阪
府
▽

角
丸
英
子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子

１
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
）」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
６
月
〕
◎
北
海
道
▽
北
海
道
漁
業
共
済

組
合
◎
青
森
県
▽
原
口
健
二
◎
福
島
県

▽
Ｊ
Ｆ
中
之
作
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ

べ
―
自
販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー

ト
経
由
◎
静
岡
県
▽
Ｊ
Ｆ
清
水
用
宗
支

所
▽
用
宗
漁
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会
◎

京
都
府
▽
第
66
回
浅
海
増
殖
研
究
発
表

全
国
大
会
募
金
◎
兵
庫
県
▽
吉
岡
力
男

▼
ふ
れ
あ
い
旅
行
に
同
行
し
、
参
加
者

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
仕
事
の
活
力
と
な

り
、
お
母
さ
ん
達
と
の
お
し
ゃ
べ
り
が

楽
し
く
て
私
に
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な

り
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
フ
ッ
と
気
づ
く

と
お
母
さ
ん
達
の
年
齢
が
若
い
！
ま

だ
、
微
妙
な
差
だ
け
ど
何
年
後
か
に
は
、

た
ぶ
ん
全
員
…
（
泣
）
現
実
逃
避
に
若

作
り
し
よ
う
と
ワ
ン
ダ
ー
コ
ア
を
購
入

し
て
み
ま
し
た
。
▼
皆
さ
ん
の
近
況
報

告
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
10
月
に
「
全
国
漁
船
安
全
操
業

推
進
月
間
（
主
催
：
全
国
漁
業
就
業
者

確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
）」
が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
本
会
は
協
賛
団
体
と

し
て
活
動
す
る
中
で
、
こ
の
た
び
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進
に
よ
る
海
難

人
身
事
故
撲
滅
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
ぼ

り
を
２
，
０
０
０
枚
製
作
し
、
漁
船
海

難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
地
励

協
）
を
通
じ
、
全
国
の
Ｊ
Ｆ
漁
連
・
漁

協
等
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

製
作
に
あ
た
り
、
本
会
鈴
木
俊
一
理

事
長
は
「
育
英
事
業
は
不
幸
に
し
て
操

業
中
に

親
を
亡

く
し
た

子
供
た

ち
に
奨

学
金
の

給
与
や

貸
与
の

支
援
だ
け
で
な
く
、
遺
児
を
生
み
出
さ

な
い
こ
と
も
大
事
」、「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
で
生
存
率
は
３

倍
ア
ッ
プ
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
を
全
国

の
浜
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
少
し
で

も
海
難
人
身
事
故
が
無
く
な
る
こ
と
に

役
立
て
れ
ば
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用

推
進
の
ぼ
り
を
製
作

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

７
月
27
日
、『
２
０
１
６
年
度
第
２
回

奨
学
生
選
考
委
員
会
』
を
東
京
・
千
代

田
区
の
本
会
事
務
所
に
て
開
催
し
、「
奨

学
生
出
願
者
（
７
月
15
日
締
切
）
の
選

考
」
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
学
資
給
与
奨
学
生
と
し
て
幼
児

１
名
、
中
学
生
１
名
、
高
校
生
１
名
、

合
計
３
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
９
月

末
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
下
表
「
都
道

府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

２
０
１
６
年
度

第
２
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

▲製作したのぼりをア
ピールする本会鈴木理
事長




